
 

DuMAが提供する情報については、万全の注意を払って掲載していますが、その開発中のアルゴリズムから計算される情報に対しては完全性・正確性・最新性・有用性などを保証するもので

はありません。ユーザー様に生じたいかなるトラブル・損失・損害に対しても、DuMAは一切責任を問わないものとします。  提供する情報の利用に関しては、ユーザー様ご自身の責任に

おいて行っていただきますようお願いいたします。  DuMAニュースレターで提供いたします「地下天気図®による地震情報」の無断転送・転載・２次利用はご遠慮ください。  ご利用は原則としてご契

約様ご本人とそのご家族の方への情報共有までとさせていただきます。(個人会員)  ―  記事の無断転用は禁止します。 ―   本掲載記事の著作権はDuMA Inc.が保有しております。 © 2016 DuMA Inc. 

All Rights Reserved. 地下天気図®は DuMAが独占ライセンスを受けている登録商標です。 
 

http://www.duma.co.jp 

DuMA ニュースレター                         2016年09月05日 

８月２４日のイタリアの地震について 

 ８月２４日、イタリアで中規模の地震が発生しました。死者数はまだ確定していませんが、お

よそ 300 名が亡くなったと報道されています。熊本地震と同じような内陸の地震で、震源の深

さも極めて浅かった事が地震の規模の割に大きな被害が生じた要因と考えられます。 

下の図は 1900 年以降のマグニチュード６以上の地震を図示したものです。イタリア半島の中

軸部に並んでいる事がわかります。今回の地震はその地震発生の空白部分を埋めるように
．．．．．．．．．．．．．．．．

発生

している事も確認できます。またギリシャを含むバルカン半島がヨーロッパでは地震活動が活発

な地域である事もこの図からわかります。 

 

イタリアも日本と同じように地震国であり火山国（ポンペイの遺跡は有名ですね）である事は

ご存知の方も多いと思います。実際 1980年 11月にはメッシーナ地震と呼ばれる地震が発生し、

死者 2741 人、負傷者 8872 人という被害を出しています。また 2009 年 4 月にはラクイラ地震

（死者 308 人）と呼ばれる地震が発生し、地震発生を否定した地震学者が一時訴追されるとい

う事件が起きました。またこの 2009 年はイタリアでのサミット（主要国首脳会議）が開催され

る事になっていましたが、急遽この被災地ラクイラでサミットが開催される事になりました。当

時首相であったベルルスコーニはサミットを被災地復興の足掛かりにしようとしたのです。 

熊本地震と同じように、イタリア中軸部は何度も地震で被災しています。中規模の地震でした

が、大きな被害が出たのは、やはり建物の耐震性の不足が最大の原因です。 



 

DuMAが提供する情報については、万全の注意を払って掲載していますが、その開発中のアルゴリズムから計算される情報に対しては完全性・正確性・最新性・有用性などを保証するもので

はありません。ユーザー様に生じたいかなるトラブル・損失・損害に対しても、DuMAは一切責任を問わないものとします。  提供する情報の利用に関しては、ユーザー様ご自身の責任に

おいて行っていただきますようお願いいたします。  DuMAニュースレターで提供いたします「地下天気図®による地震情報」の無断転送・転載・２次利用はご遠慮ください。  ご利用は原則としてご契

約様ご本人とそのご家族の方への情報共有までとさせていただきます。(個人会員)  ―  記事の無断転用は禁止します。 ―   本掲載記事の著作権はDuMA Inc.が保有しております。 © 2016 DuMA Inc. 

All Rights Reserved. 地下天気図®は DuMAが独占ライセンスを受けている登録商標です。 
 

http://www.duma.co.jp 

2016 年８月の地震活動概観 

 右の図は８月に日本周辺で発生した

マグニチュード（Ｍ）４以上の地震（深

さは 300km までで発生したもの）を示し

てあります。今月は全部で 53 個の地震

が発生しました（前月は 75 個）。図中の

○は深さ 100km まで、△は深さ 200km ま

でに発生した地震です。それより深い所

で発生した地震は△で示してあります。 

 右下の図は６月のマグニチュード（Ｍ）

５以上の地震です。今月は全部で 13 個

発生しました（先月は 9 個）。最大の地

震は８月２０日に三陸沖（浦河沖と表現

される事もあります）で発生した M6.4

の地震でした。また３１日には熊本で久

しぶりにマグニチュード５を超える地

震（余震）が発生しました。 

 三陸沖(浦河沖)、特に青森沖は東日本

大震災の時に地震の破壊が及んでいな

い場所です。日本列島の地下（地殻）は、

当然ですが岩石で埋め尽くされており、

隙間はありませんから、東日本大震災で

茨城・福島・宮城・岩手県沖が大きく動

いて、それより北側（今回の場合の青森

沖とか浦河沖と表現される地域）が動か

ないという事はありえません。地殻はジ

グソーパズルのピースのように組み合

わさっていますので、地震学的には青森

沖（浦河沖）や南側の房総半島沖で、今

後津波を伴う地震が発生する事は確実

です。DuMA でもこれらの地震を見逃

さないよう、地下天気図®だけでなく、

別の解析手法も併用して監視していき

たいと考えています。 

 次回のニュースレターでは、８月に更新された M８アルゴリズムによる日本周辺での５年間

予測について触れたいと考えています。実は青森沖・浦河沖がキーワードとなっています。 
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首都圏の地震活動は活発化しているのか？（続報） 

 ８月１日のニュースレターで、７月に話題となった首都圏の地震活動の活発化に関する報道に

ついてコメントしました。７月は確かに首都圏での活動が増えましたが、８月末までのデータで

はどうなっているのでしょうか。 

８月１日のニュースレターの３ページ目と同じグラフを８月末まで延長してみました。結論と

して８月には関東地方でマグニチュード 4.5 以上の地震は発生せず、７月の有感地震の増加は、

地震活動度変化のゆらぎの範囲内であったと言う事ができると思います。 

 

 


